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実習題目 微分回路・積分回路

実験者氏名 番

実習年月日 （ ）年（ ）月（ ）日（ ）曜日

実習場所

周囲条件 天候 室温（ ）

検
報告書提出日 （ ）年（ ）月（ ）日（ ）曜日 印

検
報書再提出日 （ ）年（ ）月（ ）日（ ）曜日 印

【予備知識】

ＣＲ回路の性質として、図１－１のように、入力に理想パルス（立ち上がり、下降時間ともゼロ）が加え
られると、そのレスポンスは、図１－２のように充電波形、放電波形で表示された波形となります。

図１－１ 図１－２
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Ｃの両端の電圧をＶｃ，Ｒの両端の電圧をＶｒ，とすると、

この０．６３２Ｅ、０．３６８Ｅにな
るまでの時間をＣＲで表し、これを回
路の時定数といいます。

ＣＲ回路の実習では、この入力に対
するレスポンスが微分、及び積分を意
味するものです。

ε＝自然対数の底「ネイピア数」
＝ 2.71828････
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【微分回路】

図１－３の回路の方形波パルスに対するレスポンスは、図１－４に示すように、入力電圧の変化率を表し
ています。ここで、時定数ＣＲ<<τであれば微分回路といいます。
また、一般にはＣＲ＜τ／３０であれば微分波形とみなしています。

【実習】

パネルの上の微分回路を使用し、図１－５の結線を行います。時定数のＣ，Ｒはパネルに内蔵されたもの
を使用し、入力信号は、内蔵の１ｋＨｚ方形波を加えます。
出力はシンクロスコープで観察し、時定数と入力信号の関係を理解します。

○時定数 ＣＲ＝ 0.01×１０－６×１０×１０３＝１×１０－４ sec
○入力 １ｋＨｚ方形波（内蔵） 周期＝ 0.1ｍＳ 図１－４

のときの出力波形を図１－６に示します。

図１－３

図１－６ 出力波形

図 1-5結線図
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【積分回路】

図１－７に示す回路の、方形波パルスに対するレスポンスは、図１－８に示すように、ＣＲ>>τの場合、
出力波形の立ち上がり部分が直線的となり、方形波入力電圧の積分値に比例しているので積分回路といいま
す。

【実習】

パネルの積分回路を使用し、図１－９の結線を行います。時定数ＣＲはパネルに内蔵されたものを使用し、
入力信号は、１ｋＨｚ方形波を加えます。
出力はシンクロスコープで観察（２現象がよい）し、時定数と入力信号の関係を理解します。

○時定数 ＣＲ＝ 0.01×１０－６×１０×１０３＝ 0.1ｍＳ
○入力 １ｋＨｚ方形波（内蔵）
そのときの出力波形を図１－１０に示します。

図１－７

図１－８

図１－９

図１－１０出力波形
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【予備知識】
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【微分回路】出力波形

【積分回路】出力波形
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時定数の測定

微分波形

積分波形
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